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１５日～１６日に，上場三校（木原小・川原小・塚脇小）の５・６

年生１０名（木原小は５名）が，１泊２日の宿泊学習を行いました。

霧島自然ふれあいセンターで，一 

日目は，ウォークラリーや野外炊 

飯，キャンプ泊を行い，二日目は， 

レザークラフト体験で牛革のキー 

ホルダー作りなどを行いました。 

この２日間で，仲間と協力した 

り交流をより深めたりすることが 

でき，大変有意義な活動となりま 

した。 

１６日に，中学生が遠足に出かけ，「国際理解教育」に関する体験学

習に取り組みました。鹿児島県アジア・太平洋農村研修センター（鹿

屋市）では，世界のスポーツや遊びを体験したり，水資源の大切さな

どについて考えたりしながら，他国への理解をより深めました。また，

鹿屋市民族館では，様々 な国の民 

族衣装に触れることで，各国の文 

化をより身近に感じることができ 

ました。実際に見て聞いて触れる 

ことで，教科書だけでは学び得な 

い大変貴重な体験ができました。 

１７日には，上場三校（木原小・川原小・塚脇小）の１～４年生が，

かごしま水族館へ出かけました。水族館では，様々 な海洋生物をじっ

くり観察したり，イルカショーを楽しんだりすることができました。 

そして，お弁当を食べたあとは， 

石橋記念公園に向かい，青空のも 

と広場の遊具等でたくさん遊び， 

全員元気に一日を過ごすことがで 

きました。友達とも親睦が深まる 

よい遠足になりました。 

１８日に，ＰＴＡ親睦ドッジビー大会が開催されました。家庭教育

学級開級式と開会式を行ったあと，家族紹介をしたり，児童・生徒同

士で試合をしたりして盛り上がりました。最後の子ども対大人の試合

では，子どもたちが圧倒しましたが， 

保護者・職員チームも安全第一のも 

と，楽しく体を動かすことができま 

した。今年も親子，職員で一緒にス 

ポーツを楽しみながら親睦を深める 

よい機会となりました。 

２１日に，みやまコンセール協力演奏家４名（声楽・ピアノ・サク

ソフォン等）による「おとどけコンサート」が体育館で開催されまし

た。普段はなかなか触れることのでき 

ない演奏家の優れた音色に会場が包ま 

れ，心癒されるひとときとなりました。 

《６月の主な行事予定》 

 ４日（火）～ ６日（木） 地区総体（卓球競技） 

～１０日（月） いい歯にっこり木原っ子週間 

８日（土） 中学校弁論大会（小５・６年聴聞のみ参加） 

１０日（月） プール掃除（小３～６，中） 

１２日（水） 地区総体（陸上競技） 

１４日（金） 茶つみ体験（小），高校説明会（中） 

１７日（月） プール開き（小） 

１８日（火） 保護者迎え（中） 

 第１回家庭学習強調週間（小）～２０日まで 

１９日（水）～２１日（金） １学期期末テスト（中） 

２５日（火） 第２回ＰＴＡ総務委員会  

２８日（金） 交流給食，ＳＣ来校（下野先生）13:00～ 

★５月７日（火）～１０日（金）に実施した「春の交通安全立哨指導」にご協

力をいただき，誠にありがとうございました。おかげさまで児童生徒の安心・

安全を守るとともに明るい一日のスタートを迎えることができました。今後

も，安全第一に登校（下校も）できるよう呼びかけてまいります。 

「 木原小・中学校 読書のすすめ 」 

校長 田代 正広 

新緑が美しい季節になりました。校内の木々の若葉も輝き，けや

きの木は，優しい木陰をもたらしてくれています。 

先日，「しろやま号」の来校と「おはなし会」があり，１年生か

ら４年生までの児童が，小学校の図書室に集まり，指遊びや読み聞

かせに目を輝かせて取り組んでいました。 

 そこで【読書好き】について考えてみようと思います。自分自身，

読書好きであり，それは幼少期から始まったように思います。休日

や寝る前に読書をする父を見たり，姉や兄と一緒に本を読むこと

が楽しかったりした記憶があります。小学生の時は，伝記シリー

ズ，動物・昆虫の本，推理小説などをよく読みました。中学生の時

は，ＳＦやファンタジー，歴史小説なども読んでいました。読書が

楽しすぎて，テレビを一切見ない，食事も食べない，夜更かしをし

てしまうこともありました。 

 読書の魅力は，本を開けば無限の世界が広がっており，過去にも

未来にもどんな時代にも，外国にも別の星にもどんな所でも行く

ことが出来きます。その時代と場所の人々と出会い，思いや考えに

触れ，行動に共感したりすることができます。それはページをめく

りながら想像を広げ，ワクワクを感じることです。いろいろな場面

において登場する人物たちに，自分自身や自分以外の人の思いや

考えを重ねて再確認することができ，どんどん心を育てていくこ

とができます。言い換えると，たくさんの本に出会うことで，児童・

生徒たちはいろいろな人の体験を追体験し想像し，他者を思いや

れる児童・生徒に育っていけるということです。 

 もうすぐ梅雨の時期に入ります。室内での静かな過ごし方とし

て，雨音をＢＧＭにして，ぜひ読書に取り組みましょう。ご家庭で 

も，読書活動についてのご協力をお願いします。 
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